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﹁
い
な
わ
し
ろ
雪
花
火
﹂
は
12

月
31
日
、
猪
苗
代
ス
キ
ー
場
で
打

ち
上
げ
ら
れ
、
約
２
０
０
０
発
の

花
火
が
冬
の
夜
空
を
彩
り
ま
し

た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で

は
、
前
後
公
町
長
が
﹁
雪
と
と
も

に
夜
空
に
咲
き
誇
る
色
鮮
や
か
な

花
火
を
観
て
、
猪
苗
代
の
冬
を
楽

し
ん
で
く
だ
さ
い
﹂と
あ
い
さ
つ
。

神
田
功
猪
苗
代
観
光
協
会
長
の
カ

ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
で
花
火
の
打
ち
上

げ
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
減
少
し
た
観
光
入

込
客
数
の
回
復
と
同
感
染
症
の
早

期
収
束
を
願
っ
て
、
年
末
の
観
光

誘
客
時
期
に
打
ち
上
げ
ら
れ
た
花

火
。
ス
キ
ー
客
ら
は
、
幻
想
的
な

光
景
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

猪苗代・翁島・千里地区の新成人

月輪・長瀬・吾妻地区の新成人

おめでとうございます
令和５年二十歳を祝う会

式典終了後に旧友たちと記念撮影をする参加
者。あちらこちらで写真撮影が行われていま
した。【関連３～５ページ】

【撮影日】　１月８日
【撮影場所】　学びいな

今月の表紙

猪苗代スキー場で打ち上げられた花火
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令
和
５
年
二
十
歳
を
祝
う
会
は
１

月
８
日
、
学
び
い
な
で
行
わ
れ
、
男

性
73
人
、
女
性
38
人
の
計
１
１
１
人

が
式
に
臨
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
前
後
公
町
長
が﹁
今
ま

で
育
て
て
く
れ
た
人
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、
一
人
一
人
が

目
標
を
持
ち
、
若
さ
と
情
熱
、
揺
る

ぎ
な
い
信
念
と
自
信
を
抱
き
続
け
な

が
ら
、
自
ら
の
人
生
を
切
り
開
い
て

行
っ
て
く
だ
さ
い
﹂と
式
辞
を
述
べ

ま
し
た
。
ま
た
、
町
内
６
地
区
ご
と

に
新
成
人
一
人
一
人
の
名
前
を
読
み

上
げ
、
前
後
町
長
が
代
表
の
瀧
口
愛あ

己こ

さ
ん
に
成
人
証
書
を
手
渡
し
ま
し

た
。

　

瀧
口
さ
ん
は
﹁
無
事
に
こ
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
の
は
、
家
族
や
今
ま
で

支
え
て
く
れ
た
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で

す
。
こ
の
20
年
の
間
に
楽
し
い
こ
と

や
辛
い
こ
と
な
ど
、
多
く
の
経
験
を

し
ま
し
た
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
私
た

ち
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財
産

で
す
。
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
多
く
の
知

識
や
経
験
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
こ

と
が
、
二
十
歳
を
迎
え
た
私
た
ち
に

課
せ
ら
れ
た
使
命
の
一
つ
で
す
。
希

望
、
責
任
、
郷
土
へ
の
誇
り
を
胸
に

社
会
に
貢
献
し
続
け
て
い
き
ま
す
﹂

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

二十歳の抱負を紹介します

希
望
に
満
ち
た
二
十
歳
の
門
出

安部  涼
りょう

嘉
か

これから大人になっていくの
で、自覚を持っていきたいです

さん 鈴木   愛
ま な

看護師になるため、国家試験の
勉強を頑張りたいです

さん 遠藤   俊
とし

希
き

成人としての自覚と責任を持っ
て行動するよう心掛けたいです

さん

日出山  誠
せ い

也
や

成人したので、社会人としての
責任を果たしたいです

さん 佐藤  天
あ

美
み

社会人の一員として日々、大人
の自覚を持って過ごしたいです

さん 川井  源
も と

雄
か ず

町職員として猪苗代町に若い人
を引き込めるようにしたいです

さん

吉田  直
な お

大
ひ ろ

勉学をしっかり頑張り、単位を
落とさないようにしたいです

さん 芥川  留
る

奈
な

調理師になって、福島に貢献で
きるような料理を作りたいです

小檜山  誠
せい

弥
や

 

今働いている会社を辞めずに、
定年まで働き続けたいです

さん

誓いの言葉を述べる代表の瀧口さん

さん
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

補助事業の内容精査へ

答申書を手渡す齋藤委員長（中央）と緑川副委員長（左）

町補助金等適正化委員会審議結果答申

　町補助金等適正化委員会の齋藤憲郎委員長と緑川昭彦副委員長
は１月 13 日、町の令和５年度補助金等の諮問に対する審議結果
を前後公町長に答申しました。
　新型コロナウイルス感染症は未だ収束が見通せず、令和５年度
においても少なからずその影響を受けることは想像に難くないた
め、補助事業の効果が最大限に見込まれるよう事業内容を精査す
ることなどが答申されました。

指定管理者の候補者を点検評価する委員ら

受賞を報告した長友さん（右）

伝達を受けた堀さん（左）

長友さんが優秀賞と企業賞を受賞

　県内の優れたベンチャー企業家をたたえる「ふくしまベン
チャーアワード２０２２」で優秀賞と野村証券福島支店賞を受賞
した地域おこし協力隊の長友海

ひろ

夢
む

さんは１月 18 日、前後公町長
に受賞を報告しました。【関連８ページ】
　長友さんは「素晴らしい賞をいただくことができて、とても光
栄に思います。これからも猪苗代町のため、少しでも貢献できる
よう引き続き頑張ります」と受賞の喜びを話しました。

ふくしまベンチャーアワード２０２２

伝達を受けた安藤会長（左）と山内副会長（右）

指定管理候補者を事業評価
公社等外郭団体点検評価委員会を開催

　町公社等外郭団体点検評価委員会は 12 月 23 日、町役場で開
かれました。同委員会は、学識経験者や企業経営に精通している
７人で構成され、公の施設の指定管理者について、公募によらな
い選定を行う場合に開催されます。
　今回は、いなわしろ聖苑など 15 施設の運営状況等や指定管理
候補者としての適格性について審査を行いました。審査結果は、
前後公町長へ報告された後、町議会の議決を経て決定されます。

年頭に当たり町政発展を誓う
新年あいさつ交歓会

町政の発展を誓い合う出席者

　令和５年新年あいさつ交歓会は１月４日、町役場で開かれまし
た。関係団体などから約 100 人が出席し、新年を祝うとともに
町政の発展を誓いました。
　前後公町長が「コロナ禍を乗り越えて、さらなる発展に向けた
飛躍の年となるよう私も含め職員一丸となって『未来をひらくま
ちづくり』に挑戦していきます」とあいさつ。渡辺真一郎町議会
議長が祝辞を述べました。

今年１年の無火災と無災害を祈願

玉串をささげる六角団長（中央）

町消防団出初式

　町消防団出初式は１月 15 日、町内の諏訪神社で行われ、消防
団幹部や関係機関などから約 30 人が出席しました。式では神事
が執り行われ、渡部昭副町長、六角武志消防団長らが玉串をささ
げて、今年１年の無火災と無災害を祈願しました。また、六角団
長らがあいさつを述べました。
　式に先立ち、消防団員が町内を分列行進し、火災予防を呼び掛
けました。

縁起物に幸福願う

　新春恒例の初市「十三日市」は１月 13 日、中央通り商店街で
開かれました。町商工会などでつくる実行委員会の主催。新型コ
ロナウイルス感染症予防のため、昨年に引き続き出店規模を縮小
するなどしての開催となりました。
　初市の会場には起き上がり小法師や風車、だるまなどの縁起物
や飲食物などの露店が並びました。来場者は縁起物などを買い求
め、今年一年の幸福を願いました。

新春恒例の「十三日市」

起き上がり小法師などの縁起物を買い求める来場者

スポーツ振興などの功績をたたえ

　令和４年度生涯スポーツ功労者表彰の伝達式は 12 月 21 日、
町役場で行われ、前後公町長が前町体育協会長の堀悟さんに賞状
と記念品を手渡しました。堀さんは、平成 23 年４月から令和３
年３月までの 10 年間、町体育協会長を務め、町内のスポーツイ
ベントの運営や協力などのほか、会津地域連合会などでの役職を
歴任し、会津地域のスポーツの振興と発展に尽力しました。堀さ
んは「今後もスポーツ振興のため尽力します」と話しました。

生涯スポーツ功労者表彰伝達式

模範となる取り組みが評価される

　令和４年度県多面的機能支払交付金優良活動表彰の伝達式は
12 月 27 日、町役場で行われ、前後公町長が五十軒・砂川ふる
里づくり会に賞状と盾を手渡しました。
　同会は、構成員の大半が非農業者でありながら、地域の共同活
動を通じて農業の重要性を浸透させたことが高く評価されまし
た。安藤貞一会長は「子どもたちと行った水質調査が評価につな
がった。今後も継続していきたい」と話しました。

県多面的機能支払交付金優良活動表彰伝達式
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スクールトピックス

野口英世博士の生家で団子さし

記念品を手渡すＪＲＣインターアクト委員会の生徒

地域おこし協力隊通信

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
長
友
海
夢

で
す
。
今
年
の
３
月
末
で
協
力
隊
員

と
し
て
の
任
期
が
満
了
し
ま
す
。
任

期
満
了
後
も
地
域
に
定
住
し
、
活
動

を
継
続
で
き
る
よ
う
、
昨
年
７
月
に

『
株
式
会
社
い
な
び
し
』
を
立
ち
上

げ
ま
し
た
。
主
な
事
業
内
容
と
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
毎
年
駆
除
さ
れ
て
き

た
、
猪
苗
代
湖
の
水
草
『
ヒ
シ
』
の

種
を
活
用
し
た
商
品
『
猪
苗
代
湖
産

ひ
し
茶
』
の
販
売
と
、
ヒ
シ
を
活
用

し
た
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
の
提
供
を
行

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
湖
の
厄
介
者

だ
っ
た
ヒ
シ
を
観
光
資
源
に
転
換
し
、

新
た
な
地
域
産
業
を
創
出
し
ま
す
。

将
来
的
に
は
持
続
可
能
な
水
環
境
保

全
事
業
の
構
築
を
目
指
し
、
自
然
環

境
の
保
全
の
み
な
ら
ず
、
地
域
経
済

の
発
展
も
視
野
に
入
れ
、
磐
梯
高
原

エ
リ
ア
の
豊
富
な
水
資
源
を
テ
ー
マ

に
、
世
界
有
数
の
観
光
地
と
し
て
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
よ
う
に
20
代
で
Ｕ

タ
ー
ン
移
住
し
、
ゼ
ロ
か
ら
成
功
事

例
を
作
っ
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
今

の
若
い
世
代
に
地
域
の
可
能
性
を
示

し
、
こ
れ
か
ら
猪
苗
代
で
新
し
い
こ

と
に
挑
戦
す
る
若
者
を
増
や
し
て
い

け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
に
な
る
か

ど
う
か
を
長
期
目
線
で
真
剣
に
考
え
、

思
考
を
止
め
ず
に
こ
れ
か
ら
も
挑
戦

を
続
け
て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続

き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

翁島小学校

スクールトピックス

地域おこし協力隊

長友　海
ひ ろ

夢
む

　さん

私たちが地域を元気に！

主な活動内容：地域活性化推進支援

高校生が献血を呼び掛け
　猪苗代高校ＪＲＣインターアクト委員会の生徒５人は
12 月 22 日、「全国学生クリスマス献血キャンペーン」
の一環として、町役場で行われた献血に合わせてボラン
ティア活動を行いました。生徒たちは、来庁者に献血の
協力を呼びかけたり、献血をした人に記念品などを手渡
したりしました。３年生の田中このみさんと渡部光

あき

郁
ふみ

さ
んは「自分の行動で救える命があるので、たくさんの人
に献血してほしいです」と話しました。

　野口英世記念館では１月 11 日、五穀豊穣や無病息災
を願う小正月の伝統行事「団子さし」を行いました。
　団子さしには翁島小学校の１年生と３年生の児童 29
人が参加。同館の職員から「今年も雪が解けたら、米や
野菜がいっぱい採れるようにと、気持ちを込めて団子を
さしてください」と説明があった後、児童は野口英世博
士の生家に設置された大きなミズキの木の枝に、色とり
どりの団子をバランスよく飾り付けました。

猪苗代高校

ミズキの木に団子を飾り付ける翁島小の児童

統合猪苗代中学校野球部
　　　　　　　新旧両世代で大活躍

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ

シ
ッ
ク
県
大
会
で
初
優
勝

　

各
地
区
の
予
選
を
突
破
し
た
約
30

の
中
学
校
が
参
加
し
た
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
県
大
会
は
、
令

和
４
年
８
月
７
日
に
、
な
ら
は
ス
タ

ジ
ア
ム
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク
ラ
シ
ッ
ク
と

は
、
９
人
の
選
手
が
５
人
と
４
人
に

分
か
れ
、
７
メ
ー
ト
ル
離
れ
て
交
互

に
投
げ
合
い
、
２
分
間
で
キ
ャ
ッ
チ

ボ
ー
ル
が
成
立
し
た
回
数
を
競
う
競

技
で
す
。

　

猪
苗
代
中
は
、
２
年
連
続
３
回
目

の
出
場
で
初
優
勝
を
果
た
し
、
全
国

大
会
へ
の
切
符
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

全
国
第
５
位

チ
ー
ム
過
去
最
高
記
録

　

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
を
含
め
59
チ
ー

ム
が
参
加
し
た
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
ク

ラ
シ
ッ
ク
全
国
大
会
は
、
令
和
４
年

12
月
３
日
に
、
県
営
あ
づ
ま
球
場
で

開
か
れ
ま
し
た
。
３
年
生
で
主
将
の

佐
瀬
遥は

る

希き

さ
ん
は
、
選
手
宣
誓
の
大

役
を
堂
々
と
務
め
ま
し
た
。

　

猪
苗
代
中
は
、
１
回
戦
を
１
１
０

回
、
準
決
勝
を
１
２
４
回
で
勝
ち
進

み
、
12
チ
ー
ム
が
争
う
決
勝
戦
へ
進

出
。
決
勝
戦
で
は
、
チ
ー
ム
過
去
最

高
の
１
２
７
回
を
記
録
し
、
昨
年
の

15
位
を
上
回
る
５
位
と
な
り
ま
し
た
。

新
チ
ー
ム
で
優
勝

全
会
津
新
人
野
球
大
会

　

１
、２
年
生
の
新
チ
ー
ム
で
臨
ん

だ
全
会
津
新
人
野
球
大
会
は
、
令
和

４
年
10
月
８
、９
日
に
、
び
わ
の
か

げ
野
球
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

１
回
戦
は
湯
川
中
に
６
対
１
、
準

決
勝
は
一
箕
中
に
８
対
４
、
決
勝
は

田
島
中
に
３
対
２
で
勝
利
。
２
年
ぶ

り
に
全
会
津
大
会
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た

　

県
中
学
校
新
人
野
球
大
会
で
は
、

１
回
戦
で
い
わ
き
の
小
名
浜
一
中
に

５
対
２
で
勝
利
し
ま
し
た
が
、
２
回

戦
で
石
川
義
塾
中
に
０
対
６
で
敗
れ
、

ベ
ス
ト
８
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
上
妻
浩
一
監
督
の
コ
メ
ン
ト
】

　

コ
ロ
ナ
禍
で
ブ
ラ
ン
ク
や
制
約
が

あ
り
ま
し
た
が
、
限
ら
れ
た
時
間
の

中
で
効
率
よ
く
練
習
が
で
き
ま
し
た
。

大
会
で
は
そ
の
成
果
を
発
揮
し
、
新

旧
２
つ
の
世
代
で
相
次
い
で
好
成
績

を
収
め
た
こ
と
は
、
３
年
生
に
と
っ

て
は
最
高
の
思
い
出
、
１
、２
年
生

に
と
っ
て
は
さ
ら
に
上
位
を
目
指
す

た
め
の
財
産
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

全会津新人野球大会優勝

キャッチボールクラシック全国大会決勝の様子
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で
き
る
建
物
で
は
な
い
こ
と

④
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

⑤
単
独
処
理
浄
化
槽
の
場
合
は
、
初

回
申
請
か
ら
５
年
度
を
経
過
し
て
い

な
い
こ
と

⑥
11
～
50
人
槽
ま
で
の
窒
素
と
リ
ン

除
去
型
合
併
処
理
浄
化
槽
は
、
メ
ー

カ
ー
が
規
定
す
る
回
数
の
リ
ン
除
去

装
置
消
耗
品
の
交
換
を
完
了
し
て
い

る
こ
と

▼
補
助
金
額

▼
申
請
期
限

３
月
31
日︵
金
︶

▼
申
請
書
等

　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
申
請
書
等
の

様
式
や
必
要
書
類
一
覧
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
課　

下
水
道
係

☎︵
62
︶５
６
３
３

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

　

３
月
20
日︵
月
︶ま
で
に
電
話
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

　

町
で
は
、
令
和
５
年
度
の
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
対
象
者
は
、
町
内

に
住
所
を
有
し
、
今
年
の
４
月
か
ら

高
等
学
校
に
進
学
す
る
人
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
奨
学
資
金
の
額

月
額
２
万
円
以
内

▼
貸
与
期
間　

令
和
５
年
４
月
か
ら
在
学
す
る
学
校

の
正
規
の
修
業
期
間

▼
出
願
方
法　

・
奨
学
生
願
書
と
奨
学
生
推
薦
調
書

を
在
学
す
る
学
校
経
由
で
教
育
総
務

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
書
類
は
、

教
育
総
務
課
で
配
付
し
ま
す
。

・
奨
学
生
願
書
に
は
、
連
帯
保
証
人

の
署
名
が
必
要
で
す
。

・
連
帯
保
証
人
は
、
成
年
者
で
独
立

の
な
い
人

③
秘
密
保
護
を
遵
守
で
き
る
人

▼
年
会
費　

３
０
０
０
円

▼
身
分
と
報
酬

　

統
計
調
査
員
は
、
統
計
調
査
の
都

度
、
国
ま
た
は
県
が
任
命
す
る
非
常

勤
の
公
務
員
で
す
。
調
査
活
動
の
報

酬
は
、
法
律
や
条
例
に
基
づ
き
、
調

査
の
種
類
や
活
動
日
数
な
ど
を
基
に

支
払
わ
れ
ま
す
。　

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎︵
62
︶２
１
１
２

「
野
生
ね
ま
が
り
た
け
」

の
出
荷
・
採
取
に
つ
い
て

　

本
町
で
出
荷
自
粛
と
な
っ
て
い
る

﹁
野
生
ね
ま
が
り
た
け
﹂
は
、
令
和

４
年
度
か
ら
所
定
の
検
査
で
基
準
値

を
下
回
っ
た
場
合
の
み
、
採
取
・
出

荷
管
理
台
帳
に
登
録
さ
れ
た
出
荷
先

に
出
荷
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

▼
国
有
林
か
ら
の
採
取
に
つ
い
て

　

今
ま
で
国
有
林
か
ら
﹁
野
生
ね
ま

が
り
た
け
﹂
を
採
取
す
る
こ
と
は
認

め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
令

和
５
年
１
月
か
ら
森
林
管
理
署
と
借

り
受
け
に
関
す
る
契
約
を
締
結
す
る

こ
と
で
、
個
人
で
も
採
取
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。
契
約
締
結
に
は
、
１

食
生
活
改
善
推
進
員（
食

改
さ
ん
）を
募
集
し
ま
す

　

食
生
活
改
善
推
進
員
は
、﹁
私
達

の
健
康
は
私
達
の
手
で
～
の
ば
そ
う

健
康
寿
命　

つ
な
ご
う
郷
土
の
食

～
﹂
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
食
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
町
が
開
催
す

る
研
修
会
に
参
加
し
修
了
す
る
と
、

次
年
度
か
ら
食
生
活
改
善
推
進
員
と

し
て
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

研
修
会
で
は
、
健
康
の
基
本
で
あ

る
﹁
食
﹂
を
中
心
に
講
義
や
調
理
実

習
な
ど
を
通
し
て
、
健
康
づ
く
り
に

つ
い
て
楽
し
く
学
び
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
分
の
た
め
に
、
そ
し
て

家
族
や
地
域
み
ん
な
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
に
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

▼
対
象

町
内
在
住
の
人︵
平
日
の
日
中
、
研

修
会
に
参
加
で
き
る
人
︶

▼
研
修
期
間

令
和
５
年
４
月
～
令
和
６
年
３
月

︵
研
修
会
は
計
７
回
開
催
予
定
︶

▼
研
修
内
容

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
栄
養
や
食
の

基
礎
知
識
の
学
習
お
よ
び
調
理
実
習

▼
受
講
料　

無
料

▼
申
し
込
み
方
法

の
生
計
を
営
む
者
１
人
と
し
ま
す
。

▼
貸
与
の
決
定

　

貸
与
の
可
否
は
、
学
校
長
を
経
て

出
願
者
へ
通
知
し
ま
す
。

▼
奨
学
資
金
の
交
付

　

毎
月
、
生
徒
名
義
の
口
座
に
振
り

込
み
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

教
育
総
務
課　

教
育
総
務
係

☎︵
62
︶５
６
７
７

統
計
調
査
員
を
募
集

し
て
い
ま
す

　

町
統
計
調
査
員
協
議
会
で
は
、
国

が
実
施
す
る
統
計
調
査
に
調
査
員
と

し
て
業
務
に
従
事
で
き
る
人
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

　

統
計
は
、
私
た
ち
の
身
近
に
あ
る

と
て
も
重
要
な
デ
ー
タ
で
す
。
行
政

施
策
の
た
め
だ
け
で
な
く
、
広
く
一

般
に
公
表
さ
れ
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究

に
も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
員
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
、

調
査
対
象
の
世
帯
や
事
業
所
を
訪
問

し
、
調
査
票
の
記
入
依
頼
や
回
収
、

点
検
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
協
議
会
で
は
、
調
査
員
の

資
質
向
上
と
交
流
を
目
的
と
し
て
研

修
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

▼
主
な
要
件

①
年
齢
20
歳
以
上
で
、
責
任
を
も
っ

て
統
計
調
査
を
遂
行
で
き
る
健
康
な

人②
税
務
、
警
察
、
選
挙
に
直
接
関
係

募
　
集

カ
月
ほ
ど
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
農
林
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
課　

農
業
振
興
係

☎︵
62
︶２
１
１
６

行
政
相
談
委
員
に

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

町
で
は
、
行
政
相
談
会
を
毎
月
１

回
、
第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

２
月
15
日︵
水
︶

午
後
１
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

人
権
擁
護
・
行
政
相
談

委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

２
月
14
日︵
火
︶～
３
月
10
日︵
金
︶

▼
会
場

町
役
場
１
階　

町
民
ホ
ー
ル

▼
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課　

収
納
係

☎︵
62
︶２
１
１
３

令
和
４
年
度
浄
化
槽
維
持

管
理
事
業
費
補
助
金
の
手

続
き
を
お
忘
れ
な
く

　

町
で
は
、
猪
苗
代
湖
を
は
じ
め
と

す
る
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
の
た

め
、
浄
化
槽
を
適
正
に
維
持
管
理
し

て
い
る
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の
一

部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

申
請
は
、
１
年
度
に
１
回
限
り
で

す
の
で
、
忘
れ
ず
に
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
補
助
対
象
と
な
る
主
な
要
件

①
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

る
「
保
守
点
検︵
県
登
録
業
者
に
委

託
︶」、「
清
掃︵
町
許
可
業
者
に
委

託
︶」、「
11
条
法
定
検
査︵
県
指
定

検
査
機
関
が
実
施
︶」
の
３
つ
を
全

て
完
了
し
て
い
る
こ
と

②
下
水
道
等
の
供
用
開
始
区
域
以
外

で
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
こ
と

③
下
水
道
、
農
業
集
落
排
水
に
接
続

人
権
の
擁
護
と
人
権
思
想
の
普
及
・

高
揚
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
問
題
で
お
困
り
の
人
は
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

３
月
３
日︵
金
︶

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
会
場　

町
役
場
３
階　

第
３
委
員
会
室

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

｢

税
に
関
す
る
習
字｣

を

展
示
し
ま
す

　

町
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で
は
、

町
内
の
小
学
校
３
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
の
皆
さ
ん
に
税
に
つ
い
て
の
正

し
い
知
識
と
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ

く
た
め
、毎
年
﹁
税
に
関
す
る
習
字
﹂

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
多
数

の
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
厳
正

な
審
査
の
結
果
、
各
学
年
の
特
選
２

点
、
準
特
選
４
点
、
佳
作
６
点
が
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

入
賞
作
品
は
、
町
役
場
庁
舎
内
に

次
の
と
お
り
展
示
し
ま
す
の
で
、
ぜ

補
助
金

合併処理浄化槽 単独処理

浄化槽窒素リン除去型 左記以外
５ 17,000 円 10,000 円 6,000 円

６～７ 20,000 円 13,000 円 8,000 円
８～ 10 25,000 円 16,000 円 10,000 円
11 ～ 20 33,000 円 － －
21 ～ 30 50,000 円 － －
31 ～ 40 67,000 円 － －
41 ～ 50 84,000 円 － －

人槽

種類

農
　
業

相
　
談

案
　
内
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動

報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　　

町
内
で
活
動
す
る
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、

８
人
の
﹁
地
域
お
こ
し
協
力
隊
﹂
が

在
籍
し
て
お
り
、
町
内
で
様
々
な
活

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

協
力
隊
は
町
外
か
ら
猪
苗
代
町
に

移
住
し
、
任
期
満
了
後
の
定
住
を
見

据
え
て
、
新
た
な
視
点
で
の
工
夫
を

凝
ら
し
な
が
ら
、﹁
地
域
お
こ
し
﹂
の

た
め
日
々
の
活
動
に
励
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
隊
員
に
つ
い
て
町
民
の
皆
さ

ん
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
本
年
度

も
活
動
内
容
の
発
表
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
来
場
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
配
布

予
定
で
す
の
で
、
興
味
や
関
心
の
あ

る
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
日
時　

３
月
23
日︵
木
︶
午
後
２

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で︵
午
後
１
時

30
分
開
場
︶

▼
会
場　

学
び
い
な　

大
研
修
室

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症

対
策
を
し
な
が
ら
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

企
画
財
務
課　

企
画
調
整
係

☎︵
62
︶２
１
１
２

　

収
集
日
は
、３
月
に
配
布
す
る﹁
令

和
５
年
度
ご
み
リ
サ
イ
ク
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
﹂
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
ご
み
を
出
す
と
き
の
注
意
点

【
商
品
プ
ラ
】

・
お
も
ち
ゃ
な
ど
の
乾
電
池
は
、
必

ず
外
し
て
か
ら
出
す
。　

・
泥
が
付
着
し
た
も
の
、
汚
れ
の
ひ

ど
い
も
の
は
、
一
度
水
洗
い
を
し
て

か
ら
出
す
。

・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
以
外
の
も
の
が
つ

い
て
い
る
と
き
は
、
分
解
し
て
か
ら

出
す
。

・
Ｃ
Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
の
紙

︵
歌
詞
カ
ー
ド
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
等
︶は
、

取
っ
て
出
す
。︵
※
紙
は
古
紙
へ
︶

【
小
型
家
電
】

・
リ
モ
コ
ン
や
時
計
な
ど
、
乾
電
池

が
入
っ
て
い
る
も
の
は
、
必
ず
外
し

て
か
ら
出
す
。　

・
分
別
で
き
る
も
の
は
分
別
す
る
。

（
例
）

●
照
明
器
具

・
傘︵
シ
ェ
ー
ド
︶＝
﹁
商
品
プ
ラ
﹂

・
器
具
本
体
＝
﹁
小
型
家
電
﹂

・
電
球
や
蛍
光
灯
＝
﹁
燃
や
せ
な
い

ご
み
﹂

●
ミ
キ
サ
ー

・
本
体
＝
﹁
小
型
家
電
﹂

・
ふ
た
＝
﹁
商
品
プ
ラ
﹂

・
ガ
ラ
ス
＝
﹁
燃
や
せ
な
い
ご
み
﹂

●
炊
飯
器

・
本
体
＝
﹁
小
型
家
電
﹂

・
釜
＝
﹁
金
属
く
ず
﹂　

集
し
た
結
果
、﹁
燃
や
せ
な
い
ご
み
﹂

の
量
は
、
12
月
末
現
在
で
１
１
７
㌧
。

前
年
度
の
同
時
期
と
比
べ
、
80
㌧
も

減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
分
別
し
た

﹁
商
品
プ
ラ
﹂﹁
小
型
家
電
﹂﹁
金
属

く
ず
﹂
は
、
す
べ
て
リ
サ
イ
ク
ル
さ

れ
、
ご
み
の
減
量
化
と
ご
み
処
理
経

費
の
削
減
が
図
ら
れ
ま
し
た
。
分
別

収
集
に
ご
協
力
し
て
い
た
だ
い
た
皆

さ
ん
の
お
か
げ
で
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
引
き
続
き
、
分
別
収
集

に
よ
る
ご
み
の
減
量
化
と
リ
サ
イ
ク

ル
化
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

家
庭
で
も
分
別
を
徹
底
し
、
ご
み
削

減
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

町
民
生
活
課　

環
境
係

☎︵
62
︶２
１
１
４

猪
苗
代
町
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
移
転
し
ま
す

　

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
運

営
委
託
先
の
変
更
に
伴
い
、
現
在
の

町
立
猪
苗
代
病
院
か
ら
移
転
し
ま
す
。

▼
移
転
先

猪
苗
代
町
地
域
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

内︵
猪
苗
代
町
大
字
千
代
田
字
中
島
26

番
地
２
︶

いなわしろタウンページ まちのお知らせ

４
月
か
ら
ご
み
の
出
し

方
が
変
わ
り
ま
す

　

４
月
か
ら
「
商
品
プ
ラ
の
日
」「
小

型
家
電
の
日
」「
金
属
く
ず
の
日
」

を
そ
れ
ぞ
れ
設
け
ま
す
。

　
「
商
品
プ
ラ
」「
小
型
家
電
」
は
、

今
ま
で
ど
お
り
町
指
定
の
ご
み
袋
か
、

半
透
明
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　
「
金
属
く
ず
」
は
、
袋
に
は
入
れ

ず
に
、
ご
み
収
集
場
所
に
設
置
し
て

あ
る
コ
ン
テ
ナ
へ
直
接
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

【
金
属
く
ず
】

　

刃
物
類︵
包
丁
・
草
刈
機
の
刃
等
︶

は
危
険
な
の
で
、
新
聞
紙
な
ど
に
包

ん
で
出
す
。

【
燃
や
せ
な
い
ご
み
】

　

針
、
く
ぎ
、
画
び
ょ
う
、
ヘ
ア
ピ

ン
、
傘
、
鍋
な
ど
の
ガ
ラ
ス
の
蓋
は
、

燃
や
せ
な
い
ご
み
に
出
す
。

◎
い
ず
れ
も
、
ご
み
収
集
場
所
に
出

せ
る
の
は
、
町
指
定
の
ご
み
袋︵
65

㌢
×
50
㌢
︶に
入
る
程
度
の
大
き
さ

の
も
の
で
す
。
そ
れ
よ
り
大
き
い
も

の
は
、﹁
粗
大
ご
み
の
日
﹂
に
出
す

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
大
き
な
﹁
金
属
く
ず
﹂
は
、
コ
ン

テ
ナ
に
入
れ
ず
、
収
集
場
所
内
に
直

置
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
。
細
か
い
も

の
は
、
必
ず
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
そ
れ
以
外
の
ご
み
が
混
ざ
っ
て
い

た
場
合
は
、
回
収
で
き
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

分
別
収
集
の
成
果

　

令
和
４
年
度
に
﹁
商
品
プ
ラ
﹂﹁
小

型
家
電
﹂﹁
金
属
く
ず
﹂
を
分
別
収

生
　
活

▼
移
転
予
定
日　

令
和
５
年
４
月
１
日︵
土
︶

【
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は
？
】

　

高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
い
つ
ま
で
も

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
健
康
・
福

祉
・
医
療
に
関
す
る
様
々
な
支
援
を

行
う
総
合
相
談
窓
口
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

高
齢
者
福
祉
係

☎︵
62
︶２
１
１
５

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎︵
72
︶１
５
３
０

３
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す

　

町
議
会
の
本
会
議
は
一
般
に
公
開

さ
れ
て
お
り
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
議
場
は
町
役

場
３
階
で
す
。
傍
聴
す
る
人
は
、
傍

聴
席
入
口
に
あ
る
受
付
票
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
を
記
入
し
、
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
児
童
・
乳
幼
児

は
、
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
議
事
を
妨
害
す
る
恐
れ
の

あ
る
人
は
入
場
で
き
な
い
な
ど
、
傍

聴
の
際
に
は
注
意
事
項
が
あ
り
ま
す

の
で
、
職
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
傍
聴
席
数
を
減
ら

し
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
手
指
の
消
毒
、

受
付
で
の
検
温
な
ど
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

▼
開
会
予
定
日　

３
月
７
日︵
火
︶

※
一
般
質
問
は
13
日︵
月
︶、
14
日

︵
火
︶の
予
定
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局　

議
事
係

☎︵
62
︶５
６
６
６

磐
根
区
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯

灯
を
整
備

　

磐
根
区
で
は
、
一
般
財
団
法
人
自

治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
社
会
貢

献
広
報
事
業
で
あ
る
令
和
４
年
度
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
活
用
し
、

区
内
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防
犯
灯
37
基
を
整
備

し
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
係

☎︵
62
︶２
１
１
１

議
　
会

お
知
ら
せ

採用種目 資　　格 受付期間 試験期日

一　般  18 歳以上 34 歳未満の者
１月 10 日（火）～４月６日（木） ４月８日（土）～ 23 日（日）の

 いずれか指定された１日技　能  18 歳以上で国家免許資格等を有する者

●予備自衛官補を募集します

【問い合わせ先】自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所（会津若松市門田町大字黒岩字大坪 57-1）　☎（27）6724

※予備自衛官補とは、一般社会人や学生を予備自衛官補として採用し、教育訓練終了後、予備自衛官として任用する
　制度です。予備自衛官になると、普段は社会人として、それぞれの職業に従事しながら、有事または災害の際には、
　召集に応じ後方警備や後方支援等の任務にあたります。

商
品
プ
ラ

小
型
家
電

金
属
く
ず

今までどおり袋に入れて
出す

直接コンテナへ

町指定のごみ袋

助
成
事
業

福
　
祉

新たに整備されたＬＥＤ防犯灯
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いなわしろタウンページ まちのお知らせ

住民基本台帳の
写しの閲覧状況

住民基本台帳法第 11 条第３項および第 11 条の２第 12 項の規定に基
づき、住民基本台帳の一部の写しの閲覧状況についてお知らせします。

（閲覧期間：令和４年１月 1 日から令和４年 12 月 31 日まで）
　　　　　　　　　　　　　　㉄町民生活課　町民係　☎（62）2114

◆国または地方公共団体の請求によるもの（法第 11 条）

閲覧日 国または地方公共団体の機関の名称 請求事由の概要 閲覧に係る住民の範囲

令和４年
５月 18 日 福島県総務部県民広報室 令和４年度福島県政世論調査 15 歳以上の男女

令和４年
６月１日 福島県保健福祉部健康づくり推進課 けんこうふくしま２１調査 字鶴田、字本町、字城南、字町尻に居

住する 15 歳以上の男女

令和４年
10 月 31 日 自衛隊福島地方協力本部 自衛官および自衛官候補生の募

集に伴う広報のため
平成 17 年 4 月 2 日～平成 18 年 4 月 1
日生まれの日本人男女

◆個人または法人の申し出によるもの（法第 11 条の２）

閲覧日 申出者の氏名
（法人の場合はその名称および代表者氏名） 利用目的の概要 閲覧に係る住民の範囲

令和４年
３月 16 日

株式会社日本リサーチセンター
代表取締役社長　杉原　領治

生活意識に関するアンケート調
査

大字八幡、字山神原、大字山潟、字横
まくり、字横マクリ、字六角、大字若
宮に居住する 20 歳以上の男女

善意をありがとうございます

　
〇小林栄顕彰会　　　　   冊子約 90 冊
　小林栄顕彰会は 12 月 19 日、町に「野
口英世の恩師　小林栄」約 90 冊を寄贈し
ました。鬼多見賢副理事長らが同日、町役
場を訪れ、宇南山忠明教育長に冊子を手渡
しました。

冊子を手渡す鬼多見副理事長（右）ら

＜申告相談のご案内＞

●開催日　２月 14 日～ 17 日、20 日～ 22 日、24 日、27 日、28 日
　　　　　３月 1 日～ 3 日、５日～ 10 日、13 日～ 15 日
　　　　　※詳しくは、広報猪苗代１月号または町ホームページ、税務課備え付けのチラシでご
　　　　　　確認ください。
●会　場　町役場３階　正庁
　　　　　※全期間、役場正庁で実施します。３階まではエレベーターをご利用ください。
●感染症対策のお願い
　①午前８時 45 分～午前９時 45 分と午後 1 時～午後２時の間は、待合所が大変混み合います。
　　来場時間をずらして、密にならないようご協力ください。
　②マスクを着用してお越しください。
　③咳・発熱等の症状がある人や、体調のすぐれない人は来場をご遠慮ください。
　④役場正面玄関にあるＡＩサーマルカメラでの検温と手指消毒をしてください。
　⑤スマホやパソコンから国税庁ホームページにアクセスして簡単に申告書が作成できます。提
　　出方法は、マイナンバーカードを使って送信するほか、印刷して郵送することも可能です。
　　新型コロナウイルス感染症対策のため、ぜひご利用ください。
●問い合わせ先　税務課　賦課係　☎（62）2113

　
春の全国火災予防運動

住宅防火いのちを守る 10 のポイント！
 ４つの習慣
１. 寝たばこは、絶対にしない、させない。
２. ストーブの周りに燃えやすいものを置かない。
３. こんろを使うときは、火のそばを離れない。
４. コンセントは、ほこりを清掃し、不必要なプラグは抜く。
６つの対策
１. ストーブやこんろ等は、安全装置の付いた機器を使用する。
２. 住宅用火災警報器を定期的に点検し、10 年を目安に交換する。
３. 部屋を整理整頓し、寝具、衣類およびカーテンは防炎品を使用
　する。
４. 消火器等を設置し、使い方を確認しておく。
５. お年寄りや身体の不自由な人は、避難経路と避難方法を常に確
　保し、備えておく。
６. 防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、地域ぐるみの防
　火対策を行う。　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　㉄猪苗代消防署　☎（62）4433

全国統一防火標語 ３/ １（水）～７（火）

「お出かけは　マスク戸締り　火の用心」

　令和４年分申告相談会を次のとおり開催します。感染拡大防止のため、
十分に感染症対策をした上で会場にお越しください。

　
【確定申告書作成会場について】
●会場　アピオスペース１階　大会
議室（会津若松市インター西 90 番
地）
●期間　２月 16 日（木）～３月 15
日（水）
※土曜日・日曜日・祝日除く
●時間　午前９時 15 分～午後４時
●入場整理券が必要です
　会場内の混雑緩和のため、「入場
整理券」を会場で当日配付しますが、
配付状況に応じて、後日の来場をお
願いすることがあります。
　ＬＩＮＥを通じたオンラインによ
る事前発行も可能です。
●確定申告書の作成はスマホで！
　会場では、ご自身のスマホを使用
して確定申告書を作成していただき
ますので、次のものをご持参くださ
い。
①スマホ

会津若松税務署からのお知らせ
②マイナンバーカード
③マイナンバーカードの発行時に設
定した２つのパスワード
●税務署での対応
　上記期間中は、税務署に確定申告
書作成会場は設置しておりません。

【確定申告はぜひスマホで】
　次のＳＴＥＰの順に、スマホ画面
に従って操作をすると、確定申告書
を作成することができます。

（ＳＴＥＰ１）
　国税庁ホームページの「確定申告
書等作成コーナー」へ、次のブラウ
ザでアクセスしてください。
〇ｉＰｈｏｎｅの人・・・「Ｓａｆ
ａｒｉ」
〇Ａｎｄｒｏｉｄの人・・・「Ｃｈ
ｒｏｍｅ」

（ＳＴＥＰ２）
送信方法の選択

〇マイナンバーカード方式
（マイナンバーカードとマイナン
バーカードに対応するスマホが必要
です。）
〇ＩＤ・パスワード方式

（事前に税務署へ、ＩＤ・パスワー
ド方式の届出が必要です。）

（ＳＴＥＰ３）
収入・所得金額や所得控除等の入力

（ＳＴＥＰ４）
入力した内容の確認とデータの送信

（ＳＴＥＰ５）
確定申告書等帳票ＰＤＦの保存と確
認

㉄確定申告電話相談センター
●期間　１月 13 日（金）～３月 15
日（水）
※土曜日・日曜日・祝日除く
●時間　午前８時 30 分～午後５時
☎（27）4311（番号０を選択）
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　町では、次の日程でマイナンバーカードの休日申請補助を行います。
　申請は、本人確認をして顔写真を撮るだけ。面倒な手続きはありません。
　マイナポイントの申し込みをするためには、令和５年２月末までにマイ
ナンバーカードを申請していることが必要です。マイナポイント申込対象
期間で最後の休日開庁日を、ぜひご利用ください。

２月 26 日（日）
時間：午前８時 30 分～午後５時 15 分
会場：町役場１階　町民生活課

①本人確認をします ②顔写真を撮ります ③カードを受け取ります

運転免許証や保険証を持参
してください。

無料で撮影いたします。 ご自宅に交付通知はがきが届いたら、
カード受取に役場へご来庁ください。

※マイナンバーカードは原則、役場窓口でお受け取りいただきますが、郵送受取を希望する場合は、
　申請時にお声がけください。

カードの取得 + 健康保険証利用の申し込み + 公金受取口座の登録をすることで、
最大 　　　　 　円分のマイナポイントがもらえます。

・マイナンバーカード
・通帳やキャッシュカードなど、口座番号が分かる書類
・キャッシュレス決済サービス（nanaco、コジカ、paypay など）

を持って役場へお越しください。

※令和５年２月末までにマイナンバーカードを申請した人、今までにマイナンバーカードを取得し、
　まだマイナポイントを申し込みしていない人が対象です。

【問い合わせ先】　マイナンバーカードの申請、受取　町民生活課町民係　　　62-2114
　　　　　　　　マイナポイントの申込　　　　　　企画財務課企画調整係　62-2112

「猪苗代町の秋」
フォトコンテスト

稲穂を撮影した佐藤友也さん（山梨県）の「猪苗
代の色彩」がそれぞれ選ばれました。　
　そのほか入賞された皆さんは、次のとおりです

（敬称略）。作品は、猪苗代観光協会のホームペー
ジに掲載されています。
▶町議会議長賞＝佐藤澄子（本宮市）▶町商工会
長賞＝佐藤直樹（猪苗代町）▶まちづくり猪苗代
社長賞＝吉田政孝（鏡石町）▶いなわしろフォト
クラブ会長賞＝関光雄（いわき市）▶福島民報社
賞＝栗村健治（会津若松市）▶福島民友新聞社賞
＝佐山勝信（会津若松市）▶県観光物産交流協会
理事長賞＝矢作祥子（会津若松市）

▼
猪
苗
代
町
長
賞
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マイナンバーカードの申請

お手伝いします

申請はカンタン！

マイナポイントの申し込みをお手伝いします

約３週間後

20,000

・・・・・・
・・・・・・
・・・・・・

✓

　猪苗代観光協会が主催する「猪苗代町の秋」フォ
トコンテストの最終審査が行われ、応募のあった
191 点の中から入賞作品９点が選出されました。
　最高賞の町長賞に土津神社を撮影した佐藤正一
さん（福島市）の「秋の夜の華やぎ」が、猪苗代
観光協会長賞には秋の訪れを知らせる黄金に輝く
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猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
発生状況（令和４年 12 月末現在）

●令和４年分確定申告分の振替日
〇申告所得税および復興特別所得税
４月 24 日（月）
〇消費税および地方消費税
４月 27 日（木）
●便利で確実な振替納税を
　振替納税は、預貯金残高を確認し
ておくだけで金融機関の預貯金口座
から自動的に納税ができる大変便利
な制度です。簡単な手続きで利用で
きますので、会津若松税務署（管理
運営担当）にご相談ください。
　なお、既に振替納税をご利用の人
は、確実に振替納税ができるよう事
前に預貯金残高をご確認ください。
㉄会津若松税務署
☎（27）4311

　

東北財務局福島財務事務所
からのご案内

【自然災害による被災者の債務整理
に関するガイドラインについて】
　東日本大震災や平成 27 年９月２
日以降に災害救助法が適用された自
然災害（注１）により影響を受けられ
た個人や個人事業主の人は、「自然
災害による被災者の債務整理に関す
るガイドライン」により、住宅ロー
ンなどの免除・減額（注２）を申し出
ることができます。
　詳しくは、ローン借入先の金融機
関等にお問い合わせください。
●ガイドラインを利用するメリット

　　個別進路相談会を
　　開催します

　県立テクノアカデミー会津では、
本校への入学を考える人や会津地域
で就職を希望している人を対象に個
別の進路相談会を開催します。
　事前申請は不要ですので、お気軽
にご参加ください。なお、詳細はホー
ムページに掲載しています。
●日時　２月 26 日（日）　午前 10
時～午後１時
●会場　県立テクノアカデミー会津

（喜多方市塩川町御殿場４丁目 16
番地）
●対象　高校生（学年問わず）と保
護者、会津地域で就職を考える若年
者の人
㉄県立テクノアカデミー会津　
☎ 0241（27）3221 

　 令和４年分確定申告の
納期限と振替日のお知らせ

　令和４年分の確定申告期限と納期
限は、下記のとおりです。
●申告所得税および復興特別所得
税・贈与税　
３月 15 日（水）
●消費税および地方消費税　
３月 31 日（金）

（１）弁護士等の登録支援専門家に
よる手続支援が無料で受けられます。

（２）財産の一部を手元に残せます。
ただし、被災状況や生活状況などの
個別事情により異なります。

（３）債務整理したことは、個人信
用情報として登録されません。

（注１）令和４年福島県沖を震源と
する地震、令和元年台風 19 号に伴
う災害等が該当します。

（注２）債務の免除等には、一定の
要件を満たすことや借入先の同意が
必要となります。

講談で楽しく学ぶ成年後見
制度講演会の開催

　会津権利擁護・成年後見センター
では、成年後見制度の講演会を開催
します。講談のビデオ視聴と講師の
講演を聞いていただくことにより、

「成年後見制度」について楽しく学
べます。お気軽にご参加ください。
●講演会日時　３月１５ 日（水）
午前１０時３０分～午前１２時
●会場　道の駅あいづ　湯川・会津
坂下　会議室（河沼郡湯川村大字佐
野目字五丁ノ目７８－１）
●プログラム

【第１部】　ビデオ視聴「講談で学ぶ
成年後見制度」
〇講談師　神田織音氏（講談協会）

【第２部】　講演「よくわかる成年後
見制度」　
〇講師　ＮＰＯ法人あいづ安心ネッ
ト会員
●定員　４０人（申込先着順）
●申込締切　３月８日（水）　
●申し込み・問い合わせ先
会津権利擁護・成年後見センター
☎（23）7258
FAX：（23）7259
E-mail:aizu-anshin-net@opal.plala.
or.jp

 福島県特定（産業別）最低
 賃金が改正されました

　福島県特定（産業別）最低賃金が
計量器等製造業を除く４業種で改正
されました。最低賃金は、年齢やパー
ト・学生アルバイトなどの働き方の
違いにかかわらず、全ての労働者に
適用されます。
●自動車小売業（二輪自動車小売業

（原動機付自転車を含む）を除く）　
〇最低賃金　922 円（28 円の増）
〇発効日　令和４年 12 月 18 日
●輸送用機械器具製造業　
〇最低賃金　916 円（26 円の増）
〇発効日　令和４年 12 月 24 日
●電子部品・デバイス・電子回路、
電気機械器具、情報通信機械器具製
造業（医療用計測器製造業（心電計
製造業を除く）を除く）　
〇最低賃金　880 円（24 円の増）
〇発効日　令和４年 12 月 30 日
●非鉄金属製造業　
〇最低賃金　912 円（26 円の増）
〇発効日　令和５年１月１日
㉄福島労働局賃金室
☎ 024（536）4604

  今月の納期
 （納期限２月28 日）

●固定資産税　４期分
●国民健康保険税 ８期分
●介護保険料    ８期分
●後期高齢者
　医療保険料   ７期分
●上下水道使用料 ２月分

2023 年１月 1 日現在の現住人口
　   人　口　　　12,948 人
　　世帯数　　　  4,710 戸
　　出生　  1 人　  転入　 33 人
　　死亡　22 人  　転出　 29 人

暮らしの情報広場

２月 11 日～３月末の窓口業務延長日は
２月 21 日と３月７日、22 日です編
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町では、町民の皆さんの利便性向上を図るため、毎
月第２、第４週の火曜日、午後７時まで住民票・税
証明発行などの窓口業務の時間を延長しています。

㉄総務課　行政管理係　☎（62）2111

税　　金

相 談 会

債務整理

町の人口
（福島県現住人口調査より）

１　犯罪発生状況

◎令和４年中の県内における「なりすまし詐欺」（オ
レオレ詐欺など）の発生状況は 105 件、被害金額は
２億 4,075 万円（前年比 -13 件、-2,621 万円）です。
◎被害を防ぐための第一歩「POLICE メールふくしま」 
に登録しましょう。pmf01@uh28.asp.cuenote.jp 宛
てに空メールを送信してください。
㉄猪苗代警察署　☎（63）0110

◎管内では、出会頭の事故が多発しています。交差点
では、確実に一時停止や安全確認をしましょう。
◎雪道では、スリップ事故が多発します。急発進・急
ハンドル・急ブレーキはやめましょう。

２　交通事故状況

年別
町村別 令和４年 令和３年 増　減

猪 苗 代 町 30 36 -6

磐 　 梯 　 町 11 11 0

裏 　 磐 　 梯 2 8 -6

　　　計 43 55 -12

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯

４年 ３年 ４年 ３年 ４年 ３年

窃盗犯計 23 29 7 6 1 6
空 き 巣、 忍 び
込みなど 3 4 1
万 引 き、 車 上
狙いなど 18 25 5 ６ 1 6

自動車盗など 2 1

詐欺など 3 1 3

暴行・傷害など 2 3 2 1

器物損壊 2 3 1 2 1 1

その他 1

合　計 30 36 11 11 2 8

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
本年 前年 本年 前年 本年 前年

人身事故発生件数 26 11 3 6 1 0
増　　減 15 -3 1
死者数 1 1 0 0 0 0

増　　減 0 0 0
傷者数 35 14 4 6 2 0

増　　減 21 -2 2
物件事故 540 423 101 99 67 67
増　　減 117 2 0

お悔やみ申し上げます
（12 月 11 日～１月 14 日受付分※敬称略）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

鈴木　政喜 88 久夫 木地小屋

山内　房吉 92 浩二 長坂

宇南山　隆 73 隆 中町

齊藤　悦子 87 悦子 四ツ谷

渡部　輝代 85 博文 九軒町

佐藤アキ子 95 純一 木地小屋

森川チエ子 87 チエ子 西久保

石田トヨ子 93 榮幸 新屋敷

齋藤　久子 82 久子 上戸駅前

渡部サヨ子 95 サヨ子 蟹沢・長浜

小林　武志 87 武志 六角

磯川　チヨ 103 廣昭 百目貫

磯川　清子 88 清子 新堀向

小檜山チヨノ 86 チヨノ 島田

齋藤　榮子 88 昭一 荻窪

磯谷　和子 95 和子 桜ヶ丘

髙野　善明 85 善明 新町ろ

渡部　信子 91 昭 大原

渡部　郁子 91 郁子 川桁

前後　幸吉 70 幸吉 酸川野

小檜山宗雄 81 盛幸 金曲

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、死亡届の手続きの際に
窓口に申し出ください。

【おわびと訂正】

　広報 12 月号（№ 746）の記事
中に誤りがありました。６ペー
ジの野口英世博士顕彰記念事業
授賞式【少年科学省】の記事中、

「坂本隆人」さんとあるのは「坂
本隆仁」さんの誤りです。
　広報１月号（№ 747）の記事
中に誤りがありました。９ペー
ジの福島税務署の休日対応の記
事中、場所「福島税務署」とあ
るのは場所「アオウゼ　大活動
室」の誤りです。深くおわびし
て訂正いたします。

賃　　金

成年後見制度
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Our  Museum
みんなの美術館

２月は緑小学校のお友達の作品です
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「親子ペンギン」

粘土でペンギンの親子を作
りました。白と黒を使って、
きれいな目になるようにし
ました。鼻は逆三角にして、
ペンギンの鼻に見えるよう
にしました。足はボンドで
くっ付けました。

鈴木　咲
さ き

翔
と

さん

「楽しかったアクアマリン」

宿泊学習でアクアマリンに
行った時に見たカツオを描
きました。光の加減で上が
明るく、下が暗くなるよう
に水の色を塗ったところを
工夫しました。手の指を描
くのが難しかったです。

ios 用 Android 用

※「マチイロ」アプリの利
用は無料ですが、通信料は
利用者の負担になります。
※広告が表示されますが、
その内容に猪苗代町は一切
責任を負いません。

■一口メモ■
　・七味唐辛子のピリッとした辛味とレモンの酸味がアクセントになり、減塩につながります。

食生活改善推進員コーナー ～生活習慣病予防メニュー～　　　№ 308

【材料】４人分
・豚肩ロース　200㌘　・大根　320㌘　
・にんじん　2/3 本（120㌘）　・長ねぎ　1/2 本（50㌘）
・レモン　1/2 個　・ポン酢しょうゆ　大さじ 2
・七味唐辛子　適量

【作り方】
①大根とにんじんは、それぞれすりおろしておく。
②長ねぎは白髪ねぎにし、水にさらし、辛味をとる。
③ゆでて 5㌢ほどに切った豚肉を器に盛り、①をかける。
　②といちょう切りにしたレモンを飾り、ポン酢しょうゆ、
　七味唐辛子をかけて出来上がり。

【１人当たりの栄養量】
エネルギー 173㌔㌍、塩分 0.6㌘

豚肉のもみじおろし和え
（減塩メニュー）

　町では、広報紙をスマートフォンなどで読むことができるアプリ
「マチイロ」による配信をしています。利用規約、プライバシーポ

リシーなどについては、㈱ジチタイワークスのホームページをご覧
ください。

緑小学校　４年

緑小学校　３年


